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令
和
７
年
度
か
ら
令
和　

年
度

  　
　
　

 

ま
で
の
進
路
達
成
目
標

1
．
東
京
大
学
・
京
都
大
学
・
国
公
立

　
　

大
学
医
学
部
に
、　

年
で　

人
以

　
　

上
の
合
格
者
を
輩
出
す
る
こ
と

2
．
国
公
立
大
学
へ
の
合
格
者
を
、
毎

　
　

年　

人
以
上
と
す
る
こ
と

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
に
向
け
て

　

平
素
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
あ
る
朝
の
新
聞
を
見
て
大
変
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。
福
島
県
南
地
方
の
生
徒
数

が
激
減
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
県

教
委
か
ら
い
ず
れ
本
校
の
募
集
定
員
を
１
ク
ラ

ス
減
に
す
る
と
の
方
針
で
あ
る
こ
と
は
聞
い
て

お
っ
た
の
で
す
が
い
ざ
こ
ん
な
に
早
く
実
施
さ

れ
る
と
大
き
な
動
揺
が
走
り
ま
し
た
。
本
校
の

最
大
の
定
員
は
、
1
学
年
９
ク
ラ
ス
、
３
６
０

人
、
全
校
生
徒
１
０
８
０
人
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約　

年
後
、
理
数
科
１
ク
ラ
ス
、
普

通
科
４
ク
ラ
ス
、
1
学
年
２
０
０
人
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。    

％
の
減
で
す
。
こ
れ
は
単

に
学
校
の
生
徒
数
が
減
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
力
低
下
の
問
題
、

生
徒
数
の
減
に
応
じ
て
教
員
の
数
も
減
ら
さ
れ
、

県
費
の
予
算
配
分
も
減
り
ま
す
。
成
り
立
た
な

い
部
活
も
出
て
く
る
し
、
総
額
が
減
ら
さ
れ
て

い
る
の
で
諸
活
動
に
お
け
る
お
金
の
流
用
も
で

き
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
数
は
力
と
い
う
図
式

が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

我
々
同
窓
会
に
と
っ
て
も
存
亡
の
危
機
で
あ

り
ま
す
。
同
窓
会
入
会
金
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、

数
が
減
っ
た
ま
ま
で
推
移
す
れ
ば
賛
助
金
に
も

大
き
な
影
響
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
予
算
を
計

上
し
て
も
今
ま
で
の
や
り
方
で
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
年
「
事
業
見
直
し
検
討
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
抜
本
的
に
出
と
入
り
を

精
査
し
て
お
り
ま
す
。
本
会
と
皆
様
の
架
け
橋

で
あ
る
同
窓
会
報
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
送
付

の
方
法
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

賛
助
金
の
募
金
方
法
も
見
直
し
の
検
討
に
入
り

ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

大
き
く
様
変
わ
り
を
す
る
こ
と
が
あ
り
、
違
和

感
を
感
じ
る
こ
と
が
お
あ
り
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
日
々
現
状
を
見
つ
め
な
が
ら
同
窓

会
の
存
続
と
発
展
を
考
え
て
い
る
本
会
と
し
て

お
許
し
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

変
革
も
含
め
、
今
後
と
も
同
窓
会
の
発
展
と

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
筆
を
お
き
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
本
校
教
育
活
動
に
対
し
、
あ
た
た
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
本
校
第　

回
卒
業
生
で
あ
り
、
令
和

６
年
度
よ
り
校
長
と
し
て
母
校
に
戻
り
、
現

在
2
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
、
増
子
文
隆

と
申
し
ま
す
。
か
つ
て
自
ら
が
学
び
、
多
く

を
得
た
こ
の
白
河
高
校
で
、
次
代
を
担
う
登

龍
健
児
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
立
場
に
あ
る

こ
と
を
、
誇
り
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

先
行
き
の
不
透
明
な“

V
U
CA
”

の
時
代

に
お
い
て
も
、「
文
武
両
道
」「
質
実
剛
健
」

と
い
う
本
校
の
教
育
理
念
は
揺
ら
ぐ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
力
を
備

え
た
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
、
日
々
の
教

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
今
年
度
よ
り
、
今
後　

 

年
を

見
据
え
た
進
路
目
標
と
し
て
、
以
下
の
2
点

を
掲
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
高
い
目
標
の
達
成
に
は
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
教
職

員
の
献
身
的
な
指
導
と
、
地
域
・
保
護
者
・

そ
し
て
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
が
不
可
欠

で
す
。

　

ま
た
、
伝
統
あ
る
学
校
行
事
や
部
活
動
の

推
進
に
も
力
を
入
れ
、
心
身
と
も
に
た
く
ま

し
い
人
間
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
仲
間
と
と
も
に
挑
戦
し
、
学
び
、

成
長
し
て
い
く
姿
を
、
今
後
も
同
窓
会
の
皆

様
に
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

た
く
ま
し
く
生
き
る

　

  

登
龍
健
児
の
育
成
を
目
指
し
て

校
　
長
　
増　

子　

文　

隆
（
高　

）
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　　令和 7年 10 月 1 日 第 147 号 （2）白　河　高　校　同　窓　会　報

（
高　

）

期　日　令和8年5月16日（土）
講演会　16時～17時
総　会　17時～18時
懇親会　18時～
場　所　東京第一ホテル新白河

※詳細につきましては、令和 8年 4 月頃、
　ホームページに掲載いたします。

令和8年度総会のお知らせ

　

去
る
5
月　

日
、
令
和
7

年
度
白
河
高
等
学
校
同
窓
会

総
会
を
関
係
者
約　

名
の
参

加
に
よ
り
東
京
第
一
ホ
テ
ル

新
白
河
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

横
村
勝
己
事
務
局
長
（
高

　

）の
司
会
進
行
の
も
と
、金

澤
隆
夫
副
会
長（
高　

）が
開

会
を
宣
言
し
、
参
加
者
全
員

で
校
歌
斉
唱
を
行
っ
た
後
、

こ
の
1
年
間
の
う
ち
に
逝
去

さ
れ
た
会
員
の
方
々
の
ご
冥

福
を
祈
っ
て
、
黙
祷
を
行
い

ま
し
た
。

　

次
に
鈴
木
雅
文
会
長
（
高

　

）か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
増
子
文
隆
校
長
（
高

　

）
か
ら
白
高
の
近
況
報
告

を
含
め
た
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
支
部
よ
り
出

席
さ
れ
た
皆
様
方
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
支
部
の
皆
様
を
代

表
し
て
東
京
登
龍
会
会
長
の

加
藤
直
二
氏（
高　

）よ
り
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

来
賓
を
代
表
し
て
福
島
県
議

会
議
員
の
三
村
博
隆
氏
（
高

　

）、保
護
者
と
教
師
の
会
会

長
の
照
井
耕
輔
氏
（
高　

）

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

議
事
で
は
、
慣
例
に
よ
り
還
暦
を

迎
え
た
高　

回
卒
業
生
の
中
か
ら
鈴

石
敏
明
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。始
め
に
庶
務
の
須
釜
俊
男
氏（
高

　

）
か
ら
令
和
6
年
度
事
業
報
告
、

会
計
の
金
澤
博
信
氏（
高　

）か
ら
令

和
6
年
度
決
算
報
告
、
横
村
事
務
局

長
か
ら
会
計
監
査
の
実
施
報
告
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
役
員
改
選
に
入
り
、
副

会
長
の
金
澤
隆
夫
氏
と
石
塚
次
男
氏

（
高　

）の
両
名
が
退
任
し
、
新
副
会

長
に
会
計
の
金
澤
博
信
氏
、
庶
務
の

諸
橋
和
典
氏（
高　

）を
推
薦
す
る
役

員
案
が
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
須
釜
氏
か
ら
令
和
7
年
度

事
業
計
画（
案
）並
び
に
横
村
氏
か
ら

「
事
業
見
直
し
検
討
委
員
会
」の
設
置

に
つ
い
て
の
説
明
、
金
澤
氏
か
ら
令

和
7
年
度
予
算（
案
）が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
石
塚
次
男
氏
が
閉
会
を
宣

言
し
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

24

60

37

23
27

36

48

26

34

28

70

現
」
を
理
念
に
、
教
育
・
福
祉
を
は

じ
め
多
様
な
事
業
を
展
開
し
、
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
核
を
担
う
Ｆ
Ｓ
Ｇ
カ
レ
ッ
ジ

リ
ー
グ
は
、
郡
山
市
に
拠
点
を
置
く

5
校
を
運
営
し
、
1
9
8
4
年
の
開

校
以
来
、
「
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材

育
成
」
を
通
じ
て
、
若
者
の
地
元
定

着
と
活
躍
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
直
後
に
は
、

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

設
立
に
も
関
わ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
地
域
の
絆
づ
く
り
に
も
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
2
0
2
5
年
度

か
ら
は
「
福
島
事
業
部
」
を
新
設
し
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ダ
ン
ス
ス
ク

ー
ル
、
企
業
の
人
材
確
保
や
キ
ャ
リ

ア
支
援
、
介
護
・
看
護
な
ど
全
世
代

を
支
え
る
事
業
を
展
開
し
、
現
在
、

県
内
に　

か
所
の
拠
点
を
構
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま
と
の

ご
縁
を
大
切
に
、
行
政
・
企
業
・
地

域
と
の
連
携
、
国
際
化
の
推
進
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
職
業
教
育
な
ど
、
多

世
代
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
重
ね
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
、「
ふ
る
さ

と
福
島
」
に
お
け
る
、W

ell-being

（
幸
福
で
満
た
さ
れ
た
状
態
）の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令和 7年度同窓会総会開催令和 7年度同窓会総会開催
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こ
の
た
び
、
幹
事
当
番
学
年
と
し

て
多
く
の
皆
さ
ま
が
ご
尽
力
さ
れ
る

中
、
貴
重
な
機
会
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

白
河
高
校
卒
業
後
、
福
島
の
地
で
歩

ん
で
き
た
経
験
を
も
と
に
、
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
が
所
属
す
る
Ｎ
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ

は
、「
人
々
の
幸
福
と
豊
か
さ
の
実

35

          

双  

石　

    

茂

令
和
７
年
度
同
窓
会
講
演
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ふ
る
さ
と
福
島
に
お
け
る

　 W
ell-being

と
は
？

Ｎ
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ

福
島
事
業
部
執
行
役
員



（3）令和 7年 10 月 1 日 　　第 147 号白　河　高　校　同　窓　会　報

総 　 務 　 費 
　事　　務　　費
　通　　信　　費
　会　　議　　費
　総　　会　　費
　旅　　　　　費
　慶　　弔　　費
　交　　際　　費
教 育 助 成 費   
　学校図書充実費
　体育文化助成費
　卒業記念品助成費
　進 路 対 策 費
事 業 活 動 費 
　支 部 育 成 費
　会 報 発 行 費
　事　　業　　費
　研　　修　　費
　登 龍 賞 基 金
基　　　　金 
　同 窓 会 基 金
予 　 備 　 費 
　予　　備　　費
    合　　　計

713,102

 55,200
0

500,000
 702

267,600

令和 6年度
白河高等学校同窓会決算書

令和 7年度
白河高等学校同窓会予算書

収入の部    　　　　　　（単位　円） 収入の部    　　　　　　（単位　円）

支出の部    　　　　　　（単位　円）

繰 　  越 　  金  

入 　  会  　 金  
賛 　  助  　 金
同窓会基金より 
雑 　  収 　  入  
  合 　 　計  

1,468,394

742,800
2,000,000
1,000,000

806
5,212,000

  500,000
30,000
120,000
50,000
100,000
80,000
20,000
100,000
500,000
150,000
100,000
100,000
150,000
2,751,000
100,000
2,400,000
100,000
1,000

150,000
1,000,000
1,000,000
461,000
461,000
5,212,000

 200,000
20,000
80,000

△  50,000
50,000

0
0
0

50,000
0

50,000
0
0

300,000
50,000

0
200,000

0
50,000
500,000
500,000

△ 217,600
△ 217,600
267,600

支出の部    　　　　　　（単位　円）

備 　 　 　 考
款

項　  　目
700,000
50,000
200,000
100,000
150,000
80,000
20,000
100,000
550,000
150,000
150,000
100,000
150,000
3,051,000
150,000
2,400,000
300,000
1,000

200,000
500,000
500,000
678,600
678,600
5,479,600

404,877
30,932
81,755
50,000
30,000
68,900

0
143,290
717,280
150,000
66,000
132,230
369,050
2,663,665
57,000

2,321,685
198,880

0
86,100
500,000
500,000

0
0

4,285,822

2,181,496

764,400
2,287,758
500,000
20,562

5,754,216

項　　　目 予　　算　　額 決　　算　　額

繰　　越　　金 

入　　会　　金 
賛　　助　　金
同窓会基金より
雑　　収　　入 
 　合　　　計 

2,181,496

798,000
2,000,000
500,000

104
5,479,600

令和 7年度予算 対比増減

令和 7年度予算 対比増減
款

決　　算　　額

備 　 　 　 考
白信（¥192,259）ゆうちょ（¥1,201,763）
コンビニ払い（¥787,474）
1,200円×667名分（転退学者返金含む）

預金利子等

ラベル、保存用卒業アルバム 1冊代

切手代・郵送料

東京登龍会参加料

総会諸経費

東京登龍会参加旅費

広告掲載費

祝看板代

印鑑セット代補助

Wi-Fi 設置補助

支部総会諸経費

会報印刷代・送料・諸経費

ホームページの製作・管理

登龍賞楯・刻印・図書カード代

項　　　目

項　  　目 備 　 　 　 考

備 　 　 　 考
白信（¥710,687）ゆうちょ（¥737,707）
コンビニ払い（¥20,000）
1, 200円×619 名

預金利子ほか

封筒・ラベル等、卒業アルバム代

切手・ハガキ・郵便料金等

東京登龍会参加費

総会諸経費

東京登龍会参加旅費

香典・弔電など

新聞広告掲載

祝看板代

印鑑代補助

支部総会諸経費

会報印刷代・送料・諸経費

ホームページ管理

登龍賞楯・刻印・図書カード代

△

△

　

3
年
間
毎
日
自
転
車
と
電
車
と
バ

ス
で
通
っ
た
母
校
に
今
年
度
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
在
学
時
の
担
任
は
3

年
間
堤
秀
裕
先
生
で
充
実
し
た
高
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
の

私
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
教
員
生
活
の
経
験
を
生
か
し
、

生
徒
の
皆
さ
ん
の
進
路
実
現
と
白
河

高
校
の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

着
任
に
あ
た
り
、
あ
た
た
か
く
迎

え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
輩
方
、

先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
4
月
、
初
め
て
教
員
と

し
て
母
校
の
校
歌
を
聞
け
た
と
き
の

感
動
は
、
今
後
教
員
生
活
を
送
る
上

で
の
一
生
の
励
み
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
場
所
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
感
謝

し
、
生
徒
と
共
に
学
び
な
が
ら
、
精

一
杯
毎
日
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し

ま
す
。

総 　 務 　 費 
　事　　務　　費
　通　　信　　費
　会　　議　　費
　総　　会　　費
　旅　　　　　費
　慶　　弔　　費
　交　　際　　費
教 育 助 成 費 
　学校図書充実費
　体育文化助成費
　卒業記念品助成費
　進 路 対 策 費
事 業 活 動 費 
　支 部 育 成 費
　会 報 発 行 費
　事　　業　　費
　研　　修　　費
　登 龍 賞 基 金
基　　　　金 
　同 窓 会 基 金
予 　 備 　 費  
　予　　備　　費
    合　 　　計

予　　算　　額

△

△
△
△

△

△

△

△
△

△

△

△

人
事
異
動

　

3
月
末
を
も
っ
て
、
同
窓
会
事
務

を
担
当
し
た
本
田
弘
子
先
生
が
退
職

と
な
り
、
緑
川
祐
教
頭（
高　

、管
理

主
事
と
し
て
高
校
教
育
課
へ
）、鈴
木

智
紀
先
生
（
高　

、
新
採
用
と
し
て

原
町
高
校
へ
）、
折
笠
大
軌
先
生（
高

　

、
新
採
用
と
し
て
会
津
農
林
高
校

へ
）、そ
の
他
8
名
の
職
員
が
異
動
と

な
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
着
任
し
た
職
員
に
つ
い
て
、

千
葉
義
知
教
頭（
相
馬
高
校
よ
り
）を

始
め
と
し
て　

名
の
職
員
を
新
た
に

本
校
に
お
迎
え
し
、
そ
の
中
で
同
窓

生
は
次
の
3
名
の
先
生
方
で
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
書
道
部
の
部
活
動

指
導
員
と
し
て
参
り
ま
し
た
。
卒
業

し
て　

年
も
過
ぎ
て
、
母
校
に
来
ら

れ
た
事
を
嬉
し
く
思
い
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
部
員
達
は
素
質
が
あ

り
、と
て
も
優
秀
で
す
。私
は
こ
の
生

徒
達
の
技
術
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
全

力
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

48

66

42

71

13

（
高
　
）
35

矢
吹
重
幸

部
活
動
指
導
員

（
高
　
）
39

鈴
木
正
弘

教
　
諭

（
高
　
）
62

岩
崎
み
ず
き

教
　
諭

同窓会基金の総額は3,440,721円、創立100周年記念事業基金の総額は7,096,957円となります。
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加  

藤  

直  
二
（
高
　
）

東
京
登
龍
会
の

　
　
　  
近
況
に
つ
い
て27

矢
祭
支
部
便
り

支
部
長
　
木 

村 

芳 

朗
（
高
　
）
19

支
部
長
　
金 

澤 

隆 

夫
（
高
　
）
23

西
郷
支
部
の
近
況
報
告

　

令
和
７
年
度
の
総
会
は
5
月　

日

に
上
野
精
養
軒
で
開
催
さ
れ
、
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

首
都
圏
の
同
窓
生
は
も
と
よ
り
、
白

河
か
ら
鈴
木
和
夫
市
長
、
鈴
木
雅
文

同
窓
会
長
、
増
子
文
隆
校
長
、
宗
田

浩
一
前
後
援
会
長
な
ど
、
多
数
の
ご

来
賓
や
今
年
白
高
卒
業
の
大
学
生
ま

で　

名
近
い
参
加
者
と
な
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　

特
に
、
総
会
の
目
玉
で
あ
る
講
話

に
は
、
公
務
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら

ず
鈴
木
市
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

地
方
行
政
と
白
河
市
の
変
遷
に
つ
い

て
示
唆
に
富
む
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
市
長
の
ご
講
話
が
き

っ
か
け
で
、
多
数
の
同
級
生
が
初
め

て
参
加
さ
れ
た
こ
と
も
、
東
京
登
龍

会
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
出
来
事

と
な
り
ま
し
た
。 

　

総
会
で
は
、
年
2
回
開
催
し
て
い

る
「
登
龍
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
第
８

回
を
迎
え
、
着
実
に
新
た
な
交
流
の

場
へ
と
進
化
し
て
い
る
旨
を
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は

若
手
を
中
心
に
「
第
１
回
フ
レ
ッ
シ

ュ
会
」
を
開
催
し
、
就
職
を
控
え
た

学
生
や
若
手
社
会
人
が
先
輩
方
か
ら

実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
機
会

と
な
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
就
職
活

動
に
役
立
っ
た
」
と
の
嬉
し
い
感
想

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
東
京
登
龍
会
副
会

長
に
今
総
会
で
就
任
さ
れ
た
安
田
貢

様
に
乾
杯
の
ご
発
声
、
ま
た
、
白
河

の（
財
）立
教
志
塾
の
理
事
長
に
就
任

さ
れ
た
小
野
利
廣
様
に
ご
挨
拶
を
お

願
い
し
、
鈴
木
市
長
の
同
級
生
、
中

堅
若
手
の
初
参
加
の
方
々
に
も
近
況

を
語
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
時
間
が

経
つ
の
も
忘
れ
て
旧
交
を
温
め
、
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
恒
例
の
校
歌
斉
唱
、「
フ

レ
ー
ッ
、
フ
レ
ー
ッ
、
白
高
！
」
で

声
高
ら
か
に
締
め
く
く
り
、
再
会
を

誓
っ
て
上
野
の
森
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

西
郷
支
部
令
和
７
年
度
総
会
を
8

月　

日
に
小
田
倉
地
内
の
蒼
の
里
で

開
催
し
ま
し
た
。
鈴
木
雅
文
会
長
、

金
内
貴
弘
事
務
局
長
、
増
子
文
隆
校

長
の
ご
臨
席
の
も
と
、
会
員　

名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

祝
辞
で
、
鈴
木
会
長
か
ら
は
、
募

集
定
員
の
減
を
受
け
て
事
業
見
直
し

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
な

ど
、
ま
た
、
増
子
校
長
か
ら
は
、
校

舎
の
大
規
模
改
修
が
来
年
度
か
ら
3

年
計
画
で
始
ま
る
こ
と
、
理
数
科
の

定
員
割
れ
が
続
い
た
こ
と
を
受
け
て

学
科
の
改
革
と
中
学
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
6
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告
、
令
和
7
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
が
承
認
さ
れ
、
役

員
選
任
で
は
、
金
澤
支
部
長
以
下
の

現
役
員
全
員
が
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
和
知
肇
さ
ん
（
高

　

）
の
発
声
で
懇
親
会
に
移
り
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

和
知
肇
さ
ん
（
高　

・
西
郷
村

　
　
　
　
　

 

仰
歩
句
会
会
長
）
の
句

乾
杯
の 
ビ
ー
ル
冷
た
く 

喉
に
染
み

　
昼
の
暑
さ
を
　
し
ば
し
忘
れ
る

　
　

月　

日
に
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
て

令
和
6
年
度
矢
祭
支
部
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
鈴
木
雅
文
同
窓
会
長
、
増

子
文
隆
校
長
、
横
村
勝
己
同
窓
会
事

務
局
長
の
ご
臨
席
の
も
と
、
会
員　

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
5
年
度
の
事
業

報
告
と
し
て
、
白
河
高
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会
観
覧
や
野
球
部
の
甲
子

園
予
選
の
応
援
の
実
施
、
中
学
生
へ

白
河
高
校
へ
の
入
学
を
勧
誘
す
る
活

動
の
実
施
を
報
告
し
、
決
算
報
告
と

と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、

町
内
か
ら
通
学
し
て
い
る
生
徒
へ
の

校
歌
・
応
援
歌
等
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ

の
贈
呈
や
運
動
部
の
試
合
応
援
、
文

化
部
の
発
表
会
等
の
観
覧
を
計
画
し
、

予
算
と
と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
3
月　

日
、
泉
崎
カ
ン

ト
リ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、　

名

の
参
加
者
を
得
て
、
支
部
総
会
を
行

な
い
ま
し
た
。
定
期
総
会
は
、
2
年

に
１
度
行
う
こ
と
が
支
部
会
則
に
よ

り
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
令
和
5

年
3
月
の
設
立
総
会
以
来
2
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
〜
6
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、
役
員

に
つ
い
て
は
会
計
監
査
2
名
が
退
任

し
、
幹
事
よ
り
2
名
が
新
た
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
新
し
く
2
名
の

方
が
幹
事
に
な
り
、
他
は
留
任
と
な

り
、
今
ま
で
と
同
じ　

名
で
新
役
員

体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
支
部
長

１
名
、
副
支
部
長
2
名
、
事
務
局
長

１
名
、
会
計
１
名
、
幹
事
3
名
、
会

計
監
査
2
名
）

　

現
在
支
部
の
会
員
は　

名
で
す
が
、

今
後
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
て
、

新
会
員（
特
に　

歳
代
の
若
い
会
員
）

を
増
や
し
て
く
こ
と
を
確
認
し
、「
懇

親
会
」
に
移
り
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

泉
崎
支
部
の
総
会
に
つ
い
て

支
部
長
　
箭 

内 

清 

和
（
高
　
）
26

17

70

10

18

14

22

21

10
62

50

　

総
会
終
了
後
に
は
、
懇
親
会
を
行

い
、
参
加
者
の
近
況
を
語
り
合
う
な

ど
大
変
有
意
義
で
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
昨
年
ス
タ
ー
ト

し
た
矢
祭
支
部L

IN
E

を
活
用
し
、

各
種
の
連
絡
や
情
報
発
信
、
意
見
交

換
等
、
会
員
同
士
の
繋
が
り
を
更
に

深
め
て
い
き
ま
す
。

22

19

14

14

東
京
登
龍
会
会
長
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進
学
報
告

進
学
報
告

進
学
報
告

　

私
は
現
在
、
都
留
文
科
大
学
教
養

学
部
の
学
校
教
育
学
科
に
在
籍
し
て

い
ま
す
。
都
留
文
科
大
学
は
山
梨
県

の
都
留
市
に
あ
り
、
山
々
に
囲
ま
れ

た
自
然
あ
ふ
れ
る
場
所
で
、
少
し
歩

け
ば
と
っ
て
も
き
れ
い
な
富
士
山
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
都
留
文
の

最
大
の
特
徴
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
で
す
。

山
に
囲
ま
れ
て
い
る
分
、
人
と
人
と

の
距
離
が
非
常
に
近
く
、
自
然
に
人

間
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
鶴
鷹
祭
と
い
う

高
崎
経
済
大
学
と
の
部
活
動
同
士
の

交
流
戦
も
あ
り
、
本
当
に
お
祭
り
の

よ
う
に
盛
り
上
が
っ
て
、
多
く
の
人

と
関
わ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
は
こ
れ
か
ら
多
く
の
人
と
関
わ
り

あ
う
中
で
、
部
活
や
受
験
な
ど
様
々

な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
つ
ら
い
時
こ
そ
、
信
頼
で
き

る
仲
間
と
支
え
あ
っ
て
、
最
高
の
青

春
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

私
は
現
在
、
立
教
大
学
観
光
学
部

観
光
学
科
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

立
教
大
学
と
聞
く
と
赤
レ
ン
ガ
造

り
の
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
を
思
い
浮
か

べ
る
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
学
部
を

含
め
4
つ
の
学
部
は
埼
玉
県
の
新
座

市
に
あ
り
ま
す
。
正
門
か
ら
は
チ
ャ

ペ
ル
が
見
え
、
自
然
も
豊
か
で
穏
や

か
な
雰
囲
気
で
す
。

　

授
業
は
自
分
で
組
む
こ
と
が
で
き
、

他
学
部
の
科
目
や
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
部
活
動
や
サ
ー
ク

ル
が
あ
り
、
私
は
学
園
祭
の
サ
ー
ク

ル
に
所
属
し
、　

月
の
学
園
祭
に
向

け
活
動
し
て
い
ま
す
。
是
非
興
味
の

あ
る
方
は
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

慣
れ
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
中
で
、

新
し
い
友
達
も
で
き
、
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
高
校
時

代
の
友
達
や
、
生
活
を
思
い
出
し
恋

し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

限
り
あ
る
高
校
生
活
を
存
分
に
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
！

   

私
は
現
在
、
明
治
大
学
理
工
学
部

物
理
学
科
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
大

学
生
活
に
も
一
人
暮
ら
し
に
も
少
し

ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
大
学
で
は
、

高
校
ま
で
の
物
理
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
ほ
ど
専
門
的
で
深
い
学
び

が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

講
義
は
と
て
も
興
味
深
く
、
自
分

の
視
野
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
研
究
活
動
も

盛
ん
で
、
早
く
か
ら
実
験
や
ゼ
ミ
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
ん
だ
理

論
を
実
際
に
応
用
す
る
面
白
さ
を
日

々
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
だ
け
で
な
く
サ
ー
ク
ル
、
ア

ル
バ
イ
ト
、
遊
び
な
ど
毎
日
と
て
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
興
味
を

大
切
に
多
く
の
知
識
や
経
験
を
積
ん

で
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。
後
輩

の
皆
さ
ん
も
、
高
校
生
活
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
応
援
し
て
い

ま
す
！

　

私
は
現
在
、
宮
城
大
学
看
護
学
群

に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
他
の
学
群
と

比
べ
て
必
修
の
授
業
が
多
く
、
忙
し

さ
を
感
じ
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
慣
れ

て
き
て
、
一
人
暮
ら
し
も
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
看
護
学
生
は
勉
強
で
忙
し

い
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ア
ル

バ
イ
ト
も
行
っ
て
お
り
、
毎
日
充
実

し
て
い
ま
す
。
新
し
い
環
境
に
飛
び

込
み
、
様
々
な
人
と
関
わ
り
、
学
ん

で
い
く
こ
と
に
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
は
今
、
勉
強
や
受
験
な
ど

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
過

ご
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
大
学

に
合
格
し
た
自
分
を
想
像
し
、
周
り

の
友
達
と
高
め
合
っ
て
、
今
か
ら
少

し
ず
つ
で
も
頑
張
り
を
重
ね
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
！
そ
し
て
、
あ
っ
と
い

う
間
の
高
校
３
年
間
を
謳
歌
し
て
く

だ
さ
い
！

都
留
文
科
大
学
に
進
学
し
て

高
久
鳳
雅

立
教
大
学
に
進
学
し
て

橋
本
さ
く
ら

明
治
大
学
に
進
学
し
て

諸
橋
望
紗

宮
城
大
学
に
進
学
し
て

渡
邉
絢
音

11

　

昨
年
度
よ
り
白
河
高
等
学
校
同

窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
と
情
報
発

信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
所
変
更
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

連
絡
可
能
な
内
容

  

・
氏
名
の
変
更

  

・
住
所
ま
た
は
電
話
番
号
の
変
更

  

・
勤
務
先
の
変
更

  

・
逝
去
の
ご
連
絡　

等　

　

 

（
逝
去
の
ご
連
絡
を
さ
れ
る
場

　

  

合
は
、
本
人
と
の
間
柄
が
明

　

  

確
に
わ
か
る
よ
う
に
必
ず
連

　

  

絡
者
を
備
考
欄
に
ご
入
力
く

　

  

だ
さ
い
。） 

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
を
ご
覧
下
さ
い

　  白河高校同窓会
　  ホームページ　

https://dousoukai.site/toryuu/
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進
路
報
告

進
路
報
告

1 
1 
1 
4 
1 
1 
5 
15 
5 

4 
1 
1 
1 
1 

7 
1 
1 
1 
2 
4 
2 

1 
3 

2 

66 

66 

学　  校　  名 男 女 計
室蘭工大
弘前大
岩手大
東北大
宮城教育大
秋田大
山形大
福島大
茨城大
筑波大
宇都宮大
群馬大
埼玉大
千葉大
東京海洋大
東京学芸大
新潟大
金沢大
静岡大
宮城大
秋田県立大
会津大
福島県立医大
前橋工科大
群馬健康科学大
高崎経大
千葉保健医療大
東京都立大
新潟県立大
山梨県立大
都留文科大
長野大
   国公立大合計
準大学合計
 国公立大+準大

学　  校　  名 男 女 計 学　  校　  名 男 女 計 学　  校　  名 男 女 計

1 
1 

3 
10 
2 
1 

5 
2 

2 
3 

1 

8 
1 
1 
1 
1 

1 
1 
2 
1 
48 

48 

1 
1 
1 
5 
2 
1 
8 
25 
7 
1 
4 
1 
6 
3 
1 
2 
10 
1 
1 
2 
2 
4 
10 
1 
1 
1 
1 
1 
4 
1 
4 
1 

114

114 

3 
13 
5 

1 
1 
3 
4 

1 
1 

5 
1 
2 
3 
2 
1 

2 

5 
5 
6 

2 
2 

2 
6 
2 
3 

3 
3 
18 
2 
2 

2 
4 
1 

18 
7 
1 
2 
2 

2 
9 
3 
1 
3 
2 

1 
1 

1 

1 

1 
1 

1 
1 

1 
1 

2 
1 
2 
2 
6 
1 
5 
5 
2

6 

2 
1 

2 

 

3 
31 
12 
1 
2 
2 
1 
1 
5 
13 
3 
1 
3 
2 
1 
2 
1 
5 
1 
3 
3 
3 
1 
1 
1 
2 
1 
6 
5 
7 
1 
2 
4 
1 
2 
4 
12 
3 
8 
5 
2 
3 
3
24 
2 
4 
1 
2 
6 
1  

1 
7 
1 
15 

2 

3 
1 
1 
2 
1 
1 

4 
3 

4 
3 
1 

1 
2 
1 

186 

1 
21 
2 
18 
2 
5 
1 
1 
5 
4 
2 
2 
4 
4 
1 
1 
2 
5 
3 
1 
8 
4 
1 
1 
1 
2 
1 
3 
1 
2 
2 
1 

364 

1 
 
 
2 
4 
 

1 
1 
1 
2 
8 

足利大
国際医療福祉大
白鴎大
宇都宮共和大
高崎健康福祉大
群馬医療福祉大
埼玉工大
城西大
駿河台大
獨協大
文教大
目白大
日本医療科学大
神田外語大
国際武道大
淑徳大
聖徳大
千葉工大
中央学院大
帝京平成大
東京情報大
亜細亜大
桜美林大
大妻女子大
学習院大
北里大
国立音大
工学院大
国士舘大
駒澤大
駒沢女子大
芝浦工大
順天堂大
昭和女子大
女子栄養大
成蹊大
専修大
大正大
大東文化大
拓殖大
玉川大
中央大
帝京大
東海大
東京経大
東京工科大
東京女子大
東京電機大
東京農大
東京理科大

学　  校　  名 男 女 計
岩手医大
仙台大
東北学院大
東北工大
東北福祉大
宮城学院女子大
東北文化学園大
仙台青葉学院大
医療創生大
奥羽大
つくば国際大
流通経済大

学　  校　  名 男 女 計

114 
364 
478 
7 
8 
 
2 

17 
495 

1 
11 
1 

1 
1 

1 

1 

6 

6 
4 
2 
2 

2 

1 
1 
17 
1 
6 
4 
2 
2 
1 
1 
2 
1 

《私立大学》

《短期大学》

《就職（含　公務員）》

令和６年度卒業生　合格先状況一覧

1 

1 

1 

1 
 

1 
1 
 

1 
 
1 

1 
1 
2 

国際ビューティー＆フード大学校
国際医療看護福祉大学校

ケイセンビジネス公務員カレッジ
　 専門学校合計

駿台予備校
河合塾
他の予備校・塾
自宅浪人等
　予備校等合計

国立大学
公立大学
私立大学
四年制大学合計
短期大学
専門学校
就職（含む公務員）
留学
その他
　　小　　計
次年度進学予定者
　　合　　計

令和６年度卒業生　進路先状況一覧

男 女 計

男 女 計

66 
186 
252 
1 
4 
 
1 

6 
258 

48 
178 
226 
6 
4 
 
1 

11 
237 

47 
14 
44 
105 
1 
2 
1 

4 
5 

114 

28 
14 
57 
99 
3 
4 
1 

1 
9 
1 

109 

学　  校　  名

学　  校　  名

※詳細は、学校ホームページをご覧下さい。

《専門学校》

《予備校等》

企　  業　  名 男 女 計

男 女 計学　  校　  名

男 女 計学　  校　  名

東邦大
東洋大
二松学舎大
日本大
日本女子大
法政大
武蔵大
東京都市大
武蔵野大
明治大
明治学院大
明星大
立教大
立正大
早稲田大
学習院女子大
東京医療保健大
神奈川大
神奈川工科大
鎌倉女子大
関東学院大
新潟医療福祉大
金沢工大
京都女子大
京都精華大
大谷大
京都産業大
龍谷大
追手門学院大
大阪大谷大
大阪総合保育大
奈良大
   私立大学合計

14 
1 
3 
2 
3 
1 
1 
2 
3 
1 

3 
3 
1 
1 
2 
1 

1 
4 
1 

1 

3 
1 
2 
2 
1 

178 

山形県米沢女短
桜の聖母短　　
東京歯大短　　
桐朋学園芸術短
目白大短大部　
山野美容芸術短
神奈川歯大短大部
   短期大学合計

白河厚生病院附属高看
鶴岡市立荘内看護専門学校
原宿ベルエポック専門学校

1 
1 
1 

1 
1 
1 
6 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
7 

1 
 

1 
1 
1 

福島県農業総合センター
農業短期大学校

 
1
1
 
4 
  

1 
1 
2 
1 
5 

1 

1 
 

1 
1 
3 
1 
6  

75 
28 
101 
204 
4 
6 
2 

1 
13 
6 

223 

国公立大学
私立大学
四年制大学合計
短期大学
専門学校
留学
就職（含 公務員）
その他
　　小　　計
　　合　　計

福島県市町村立学校事務職員
信越半導体株式会社
　  就職合計

　

令
和
6
年
度
卒
業
生　

名
の
う
ち
、

四
年
制
大
学
の
進
学
者
は　

名
。
全

体
の　

・
4
％
を
占
め
ま
す
。
内
訳

は
国
公
立
大
学
が　

名
、
私
立
大
学

が　

名
と
、
国
公
立
大
学
が
私
立
大

学
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
公
立
大
学
に
は
難
関
大
学
の
東

北
大
を
含
め
、
延
べ　

名
が
合
格
し

ま
し
た
。
3
年
生
の
4
月
の
調
査
で

国
公
立
大
学
志
望
者
が
学
年
の
7
割

超
で
あ
っ
た
中
、
実
際
の
合
格
者
数

が
卒
業
生
数
の
５
割
を
超
え
た
の
は

素
晴
ら
し
い
成
果
で
す
。
私
立
大
学

は
、
早
稲
田
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、

中
央
大
、
法
政
大
、
東
京
理
科
大
等

に
延
べ　

名
が
合
格
し
ま
し
た
。
地

道
に
辛
抱
強
く
努
力
す
る
姿
勢
が
見

事
な
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
励
ま
し
、
支
え
た
ご
家

族
や
地
域
の
皆
様
、
同
窓
会
の
皆
様

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
役
国
公
立
大
学
合
格
者

　
　
　
　
　  
　
　
名
！

進
路
指
導
主
事

小
野
寺
洋
子

114

《国公立大学・準大学》
令和６年度卒業生　大学等合格状況一覧 

《専門学校》

223
204

91

103

101

114

364
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部
活
動
報
告

部
活
動
報
告

書
道
部

　

私
は
、
7
月　

日
か
ら　

日
に
か

け
て
行
わ
れ
た
、
第　

回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
の
写
真
部
門
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

　

1
日
目
の
生
徒
交
流
会
で
は
、
は

じ
め
に
香
川
ク
イ
ズ
を
グ
ル
ー
プ
で

対
決
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
々
の

写
真
を
交
換
し
合
い
、
1
冊
の
フ
ォ

ト
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の

写
真
を
ど
の
よ
う
に
撮
影
し
た
の
か

な
ど
を
質
問
し
合
い
、
学
ぶ
こ
と
の

多
い
時
間
で
し
た
。ま
た
、会
話
を
通

し
て
各
都
道
府
県
の
魅
力
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

2
日
目
の
撮
影
会
で
は
、
高
松
市

内
を
巡
り
、
栗
林
公
園
や
屋
島
で
、

様
々
な
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

か
が
わ
総
文
祭
に
参
加
し
て
得
た

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
感
性
や
経
験

を
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

白
河
高
校
剣
道
部
は
、
令
和
７
年

度
全
国
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技
・

第　

回
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会

（
広
島
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）に
、
女
子
団

体
戦
・
女
子
個
人
戦
で
福
島
県
代
表

と
し
て
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
団
体

戦
は
、
沖
縄
県
の
興
南
高
校
と
対
戦

し
3
対
0
で
勝
利
、
宮
崎
県
の
高
千

穂
高
校
と
対
戦
し
１
対
４
で
敗
退
、

予
選
リ
ー
グ
敗
退
と
い
う
結
果
で
し

た
。
ま
た
、
個
人
戦
は
、
福
岡
県
の

中
村
学
園
女
子
高
校
の
選
手
と
対
戦

し
、
敗
退
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
全
国
大
会
の
切
符
を

勝
ち
取
る
ま
で
に
多
く
の
課
題
や
困

難
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん

の
人
に
支
え
や
励
ま
し
を
受
け
な
が

ら
、
自
分
た
ち
が
目
指
す
最
終
地
点

は
ど
こ
な
の
か
を
何
度
も
話
し
合
い
、

目
標
を
再
確
認
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
、
仲
間
と
一
緒
に
悩
み
な

が
ら
練
習
に
取
り
組
み
、
助
け
合
い

な
が
ら
乗
り
越
え
た
日
々
は
と
て
も

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
の
舞
台
で
は
、
こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
、
仲
間
、
そ
し

て
自
分
自
身
を
信
じ
て
、
緊
張
や
不

安
を
感
じ
な
が
ら
も
最
後
ま
で
全
力

で
挑
み
ま
し
た
。「
殻
に
こ
も
ら
な
い

　
　
　

で
成
長
し
続
け
る
こ
と
」
と

　
　
　

い
う
先
生
か
ら
の
言
葉
は
、　

　
　
　

剣
道
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か

　
　
　

ら
ど
ん
な
こ
と
に
も
挑
戦
し
、

　
　
　

努
力
を
続
け
る
上
で
大
切
な

　
　
　

軸
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
共
に

　
　
　

頑
張
っ
て
き
た
仲
間
た
ち
や
、

　
　
　

い
つ
も
熱
心
に
ご
指
導
く
だ

　
　
　

さ
っ
た
先
生
方
、
ど
ん
な
時

　
　
　

も
味
方
で
い
て
く
れ
た
保
護

出
品
し
た
の
は
「
本
阿
弥
切
」
と
い

う
仮
名
作
品
で
、
約
1
年
半
か
け
て

錬
成
し
て
き
た
も
の
で
す
。
思
う
よ

う
に
い
か
ず
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
作
品
に
向
き
合
っ
た
時
間

は
か
け
が
え
の
な
い
経
験
で
あ
り
、

心
か
ら
夢
中
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
交
流
会
で
は
「
丸
亀
う
ち
わ

づ
く
り
」
を
通
し
て
他
県
の
生
徒
と

交
流
し
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
貴
重

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
を
通
し
て
、
大
切
な
仲
間
や
先
生

た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
書
道
を

も
っ
と
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
ま
り
ま
し
た
。
支
え
て
く
れ
る
方

々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
こ

れ
か
ら
も
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
！

3
年　
圷
　
真
尋

か
が
わ
総
文
祭
に

         　
　

参
加
し
て

写
真
部

29

31

49

3
年　
五
十
嵐
柚
月

全
国
大
会
報
告

剣
道
部

72

　

私
は
7
月　

日
か
ら
香
川
県
で
行

わ
れ
た
第　

回

全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
•

書
道
部
門
に
出

場
し
ま
し
た
。

目
標
だ
っ
た
大

会
に
出
場
で
き

た
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
大
切

な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
今
回

真
船
姫
名

か
が
わ
総
文
祭
を
通
し
て

26
49

の
皆
様
、
そ
し
て
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
全
て
の
関
係
者
の
方
に
心
よ
り
感

謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
年
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賛
助
金
納
入
の
お
願
い

（
高　

）

（
高
９
）令
７
・
４
・

　

社
会
全
体
に
大
き
な
災
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
暴
風
雨
災
害
、
熱
中
症

ア
ラ
ー
ト
が
日
常
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
今
夏
、
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
て

ご
活
躍
頂
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
総
会
は
役
員
改
選
が
あ
り

副
会
長
２
名
と
数
名
の
改
選
が
あ
り

ま
し
た
。
同
窓
会
も
母
校
発
展
と
文

武
両
道
で
頑
張
る
後
輩
達
の
為
、
生

徒
数
減
少
等
先
行
き
不
透
明
な
時
代
、

同
窓
会
を
強
く
安
定
さ
せ
る
た
め
、

先
輩
、
諸
兄
姉
の
ご
協
力
が
必
要
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編　

集　

後　

記

会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

諸
橋　

和
典（
高　

）

編
集
委
員
長　
　

 

堀
川　

哲
雄（
高　

）

編
集
委
員　
　
　

 

横
村　

勝
己（
高　

）

　

〃　
　
　
　
　

 

金
内　

貴
弘（
高　

）

　

〃　
　
　
　
　

 

末
永
明
日
香（
高　

）

　

〃　
　
　
　
　

  

大
橋
美
夕
紀（
高　

）

事
務
担
当（
学
校
）

 　
鈴
木　

正
弘（
高　

）

会
報
担
当

同
窓
会
副
会
長

3440 153765

大
津
留
章
一

須
藤　

祐
吉

訃　
　

報

39 1562

　

上
記
に
て
ご
報
告
の
通
り
事
業
見

直
し
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
様

々
な
事
業
の
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
最
優
先
事
項
と
し

て
、
最
も
支
出
が
大
き
い
会
報
の
発

行
方
法
の
再
検
討
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
同
窓
会
報
は
、
前
年
度

賛
助
金
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆

様
や
、　

才
・　

才
・　

才
・　

才

と
な
る
卒
回
の
皆
様
、
並
び
に
卒
業

後　

年
以
上
の
卒
回
の
皆
様
に
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
対
象
と
な
る

同
窓
生
の
増
加
や
郵
送
料
金
の
値
上

げ
を
は
じ
め
と
す
る
諸
物
価
の
高
騰

の
た
め
、
従
来
通
り
の
配
布
は
今
後

困
難
で
あ
り
、
対
応
策
と
し
て
左
記

の
変
更
案
が
、
事
業
見
直
し
検
討
委

員
会
か
ら
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

提
言
が
三
役
会
で
承
認
さ
れ
、
来
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
会
報
発
行
の
変
更
点
）

　

卒
業
後　

年
以
上
の
卒
回
の
皆
様

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
8
年
度
よ

り
奇
数
・
偶
数
の
卒
回
に
分
け
、
交

互
に
２
年
に
１
回
の
お
届
け
に
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
こ

の
変
更
に
併
せ
ま
し
て
、
賛
助
金
に

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
は
、

翌
年
度
に
加
え
翌
々
年
度
も
同
窓
会

報
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

賛
助
金
は
、
３
頁
の
予
算
・
決
算
書

に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
本
会

の
活
動
と
母
校
へ
の
援
助
の
た
め
に

使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
６
年
度

は
、
２
２
８
万
７
，
７
５
８
円
を
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

利
便
性
向
上
の
た
め
、
郵
便
振
込

に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
振
込
・
ス
マ
ホ

決
済
（
専
用
用
紙
が
必
要
）
に
も
対

応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

賛
助
金
は　

１
口　

１
，
０
０
０
円

　

で
き
る
だ
け
３
口
以
上
で
ご
協
力

　

く
だ
さ
い
。

郵
便
振
込

郵
便
振
替
番
号　

　

０
２
１
０
０
―
４
―
２
７
７
４

加
入
者
名　

　

福
島
県
立
白
河
高
等
学
校
同
窓
会

　
　

払
込
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

（
郵
便
局
の
手
数
料
改
定
に
よ
り
、

　
　

令
和
６
年
１
月　

日
よ
り
現
金

　
　

で
振
込
む
場
合
の
払
込
人
負
担

　
　

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。）

コ
ン
ビ
ニ
振
込
・
ス
マ
ホ
決
済

　

同
封
の
専
用
用
紙　

　
（
一
律
３
口　

３
，
０
０
０
円
）

　
　

払
込
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
今
の
生
徒
数
の
減
少
や
同
窓
生

の
増
加
、
郵
送
料
を
は
じ
め
と
す
る

諸
物
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
同
窓

会
の
予
算
は
か
な
り
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
単
年
度
収
支
を
大

幅
に
改
善
し
な
い
と
、
今
後
の
同
窓

会
運
営
は
極
め
て
難
し
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
様
々
な
方

策
を
検
討
す
る
た
め
、
満
山
喜
美
副

会
長
を
委
員
長
と
す
る
「
事
業
見
直

し
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
鈴
木
会
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、

7
名
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
学
校
側

の
担
当
の
先
生
方
が
何
度
も
集
ま
り
、

様
々
な
課
題
に
対
す
る
検
討
を
重
ね

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
9
月　

日
の

三
役
会
に
お
い
て
、
満
山
委
員
長
か

ら
鈴
木
会
長
へ
検
討
結
果
の
答
申
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
内
容
を
受
け
、
今
後
の
三
役

会
や
常
任
理
事
会
に
お
い
て
、
従
来

の
事
業
の
一
部
変
更
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
す
。
承
認
事
項
は
、
皆
様
に
も

都
度
お
知
ら
せ
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

第　

回
後
援
会
総
会
は
、
令
和
7

年
4
月　

日
に
白
河
高
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
2
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
た
す
べ
て
の
特
別
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
事
業
は
、
令
和
6
年
度
ま

で
に
完
了
し
、
今
後
は
状
況
に
応
じ

て
学
習
環
境
を
整
備
し
維
持
管
理
し

て
い
く
た
め
の
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

 

　

ま
た
将
来
的
な
後
援
会
会
員
の
減

少
を
考
慮
し
、
会
費
の
段
階
的
な
負

担
増
の
お
願
い
を
議
決
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
生
徒
の
学

習
環
境
を
充
実
し
た
状
態
で
維
持
し

て
い
く
た
め
の
決
断
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
登
龍
健

児
の
皆
さ
ん
に
は
自
分
の
進
路
目
標

達
成
の
た
め
、
日
々
努
力
を
重
ね
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

登
龍
健
児
の
活
躍
と
先
輩
諸
兄
姉

の
益
々
の
ご
清
栄
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
す
。

生  

田  　

  
桂
（
高
　
）

後
援
会
だ
よ
り

43

後
援
会
だ
よ
り

22
26

19

25

30

35

20

20

22

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

叙
勲
、
訃
報
は
学
校
内
同
窓
会
事
務
局
に

ご
連
絡
の
あ
っ
た
方
々
を
お
載
せ
し
ま
し
た
。

叙
　
勲
　
等

令
和
３
年
秋
の
叙
勲

星　

  

立 

志（
高　

）
瑞
寶
雙
光
章

令
和
６
年
秋
の
叙
勲

円 

谷 

秀 

海（
高　

）
旭
日
双
光
章

24

後
援
会
会
長

会
報
発
行 

一
部
変
更
の
お
知
ら
せ

「
事
業
見
直
し
検
討
委
員
会
」の
報
告

12満山委員長から報告書を
受け取る鈴木会長

19
39


